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 効率的な放射性物質の探知に向け，全方向に感度を持つコンプトンカメラによって得られる 3 次元再構成

イメージと，併設された可視光カメラによる映像を合成するシステムを開発した．線源が壁等に囲われた場

合でも，隠匿された物質の位置や強度を推定し，探知を支援できることを確認した．  
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1. はじめに 

核セキュリティ向上や原発廃止処理作業の効率化のため，放射

線源の位置，強度推定可能なコンプトンカメラシステム[1]が開発

されている．本研究では，効率的な探知の支援に向け，画像化し

た線源情報を可視光画像に合成するシステムを開発した．壁に囲

われた線源を用いた探知実験を行い，可視光映像内に推定された

線源強度分布を合成し，隠匿された線源の位置，強度の推定を支

援できるかどうかを検討した． 

2. 隠匿されたガンマ線源に対する探知実験 

3 次元マルチピクセル型 CdTe 検出器で構成されるコンプトン

カメラに可視光カメラを併設した測定装置を用い，Fig.1 の地点

①から④で壁に囲われた 137Cs 線源(線源強度 1MBq)からのγ線を

測定した．各地点での測定結果を 3 次元ボクセル空間上で重ね合わせることで，3 次元再構成コンプトンイ

メージを求めた[2]．再構成されたコンプトンイメージの 3次元情報を保持し，かつ，3次元ボクセル空間での

測定装置の座標位置，方向情報を利用することで，推定 3次元線源強度分布を可視光映像内に合成した． 

測定装置から見た推定線源強度分布を可視光カメラ映像に合成した例を Fig.2 に示す．地点②では，地点

①での測定結果との重ね合わせにより線源方向を示す推定線源分布が得られた．合成画像(Fig.2a)では壁方

向への線源分布が確認でき，線源の存在方向を示す手がかりが得られた．地点④では地点①から④までの測

定結果により線源位置，強度が推定され，合成画像では壁方向へ局在している線源分布が確認できた(Fig.2b)．

また，地点④で測定装置から特定距離での推定線源分布をカメラ映像内に合成した．距離を変え表示させる

ことで，測定装置から推定された線源までの距離を容易に把握できることが確認できた． 
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